
　 8 月 2 7 日 ( 火 ) 、東 京 第 一 ホテル 新 白 河 に お いて 第 1 回 臨 時 議 員 総 会・
議 員 全 体 協 議 会 を 開 催 し ま し た 。  
　 1 4 の 報 告 事 項 の ほ か２議 案 が 審 議 さ れ 、いず れも 原 案 通り承 認 さ れ
ま し た 。
　 議 員 全 体 協 議 会 で は 、日 本 商 工 会 議 所  青 山 直 樹 氏 より「 ビッグ デ ー
タに 基 づく地 域 分 析【 R E S A S  地 域 経 済 システム に よる 白 河 市 経 済 に つ
い て 】」を テ ー マ に ご 講 話 を い た だ き ま し た 。
 デ ー タ か ら 、白 河 市 で は「生 産・販 売 」は 拡 大して い る が 、「 消 費 」の
域 外 流 出 が 福 島 県 や人 口 同 規 模 地 域 と 比 較して 高 い 水 準 に あ る 実 態 が
浮 き 彫 りと な り ま し た 。

撮影場所：東京第一ホテル新白河　　撮影日：2024年8月27日
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　この度、2024年度東北六県商工会議連合 会役員・ 
議員表彰を当所議員３名が受賞されました。
　多年にわたり、商工 業の振 興・地 域 経済の発展・ 
地域の活性化など、商工会議所運営全般に多大な尽力
をされ、優れた功績が認められました。

地域経済人有志による

施設再生に向けた動き
　
現
在
、
市
内
に
は
大
人
数
や
複
合
的
な
利
用
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
宴
会
等
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
施

設
が
無
い
こ
と
か
ら
、
様
々
な
社
会
的
行
事
の
開

催
に
支
障
を
来
し
て
お
り
、
地
域
活
性
化
や
経
済

振
興
の
機
会
を
逸
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
白
河
商
工
会
議

所
の
鈴
木
会
頭
が
発
起
人
代
表
と
な
り
、
令
和

5
年
10
月
を
も
っ
て
廃
業
し
た
旧
「
鹿
島
ガ
ー

デ
ン
ヴ
ィ
ラ
」
の
施
設
を
取
得
し
再
生
に
向
け

て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
地
域
経
済
人
有
志
の

共
同
出
資
に
よ
る
運
営
会
社
と
し
て
「
株
式
会

社
シ
ン
鹿
島
」
を
令
和
6
年
6
月
5
日
に
設
立

し
、
現
在
、
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
オ
ー
プ
ン
時
期
等
が
分
か
り
次
第
改
め
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
こ
の
施
設
が
地
域
の
社
会
・

経
済
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
企
業
・
団
体
・
住
民

を
挙
げ
て
利
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

「
株
式
会
社
シ
ン
鹿
島
」
設
立

受賞おめでとうございます！

常議員
金内 貴弘 氏
ケンサーチ(株)
代表取締役

常議員
高畠 　裕 氏
(有)赤門
代表取締役

議員
櫻岡 敏之 氏
(株)サクラテック
代表取締役社長

旧鹿島ガーデンヴィラ

〈　

企
業
概
要　

〉

　
株
式
会
社
シ
ン
鹿
島 

　
所
在
地
：
白
河
市
北
中
川
原
55
番
地

    

資
本
金
：
一
千
四
百
五
十
万 

円
（
株
主
41
名
）     

　
役
　
員
：
代
表
取
締
役
　
青
木
大

　
　
　
　
　
取
締
役
　
鈴
木
俊
雄 

　
　
　
　
　
取
締
役
　
青
木
か
お
る

　
　
　
　
　
監
査
役
　
鈴
木
雅
文 

　
事
業
内
容
：
一 

宴
会
場
事
業
の
運
営 

　
　
　
　
　 
二 
飲
食
事
業
の
運
営 

　
　
　
　
　 
三 
貸
席
事
業
の
運
営 

　
　
　
　
　 

四 
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ォ
ト

                                                  

ス
タ
ジ
オ
の
運
営 

　
　
　
　
　 

五 

前
各
号
に
附
帯
又
は 

　
　
　
　
　
　
　            

関
連
す
る
一
切
の
事
業
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近
、
老
後
資
金
の
確
保
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
ま
ず

「
２
０
２
５
年
問
題
」
が
あ
る
。
こ

れ
は
現
在
の
人
口
の
世
代
別
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
層
で
あ

る

「
団
塊
の
世
代
」
（
１
９
４
７
年
～
49
年
生
ま
れ

の
世
代
）
が
、
２
０
２
５
年
に
全
て
後
期
高
齢
者
に

な
る
こ
と
を
指
す
。
さ
ら
に
、
次
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
層

で
あ
る

「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
」
（
１
９
７
１
年
～
74

年
生
ま
れ
の
世
代
）
も
50
代
と
な
り
、
老
後
の
生

活
の
準
備
を
意
識
す
る
年
齢
と
な
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
「
令
和
５
年
版
厚
生
労
働
白
書
」
に
よ
れ

ば
、
２
０
２
５
年
に
は
、
15
～
64
歳
の
生
産
年
齢
人

口
７
３
１
０
万
人
に
対
し
て
、
65
歳
以
上
の
高
齢
人

口
は
３
６
５
３
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者

（
65
歳
は
厚
生
年
金
受
給
開
始
年
齢
）
の
生
産
年

齢
人
口
に
対
す
る
比
率
は
50
％
と
な
り
、
15
～
64

歳
人
口
の
２
人
に
対
し
て
１
人
の
高
齢
者
と
な
る
。

　

特
に
メ
デ
ィ
ア
で
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が
、
公

的
年
金
の
支
給
額
の
見
通
し
で
あ
る
。
７
月
３
日

に
厚
生
労
働
大
臣
の
諮
問
機
関
は

「
将
来
の
公
的

年
金
の
財
政
見
通
し
」
（
財
政
検
証
）
を
公
表
し

た
。
こ
の
財
政
検
証
で
は
、
「
所
得
代
替
率
」
と
い

う

「
現
役
男
子
の
平
均
手
取
り
収
入
額
に
対
す
る

年
金
額
の
比
率
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る

「
公
的
年
金

の
給
付
水
準
を
示
す
指
標
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
指
標
が
、
次
の
財
政
検
証

（
29
年
実
施
予
定
）

ま
で
に
50
％
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る
か
否
か
が

重
要
な
検
証
結
果
と
な
る
。
下
回
れ
ば
、
「
給
付

水
準
調
整
の
終
了
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
給
付
及
び
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
」
と
し
て
い
る
。
24

年
度
の
所
得
代
替
率
は
61
・
２
％
と
算
出
さ
れ
た
。

得
代
替
率
の
算
出
に
お
い
て
は
、
将
来
の
社

会
・
経
済
の
状
況
に
関
す
る
一
定
の
諸
前

提
と
し
て
、
「
人
口
の
前
提
」
「
労
働
力
の
前
提
」

「
経
済
の
前
提
」
が
置
か
れ
、
複
数
の
ケ
ー
ス
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
有
識
者
か
ら
は
、
現

在
検
討
中
の
政
策
も
含
め
て
政
府
の
推
進
し
て
い

る
政
策
に
よ
る
三
つ
の
前
提
の
実
現
可
能
性

（
例

え
ば
、
現
時
点
の
水
準
と
は
乖
離
が
大
き
い
出
生

率
、
経
済
成
長
率
）
と
、
今
回
の
所
得
代
替
率

の
水
準
で
十
分
な
老
後
資
金
と
い
え
る
か
と
い
う

こ
と
な
ど
に
対
し
て
懸
念
が
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
懸
念
に
も
一
理
あ
る
が
、
そ
も
そ
も

の
公
的
年
金
制
度
の
仕
組
み
は
、
働
く
子
か
ら
高

齢
の
親
へ
の

「『仕
送
り
』
を
社
会
化
し
た
も
の
」
と

い
う
公
的
年
金
の
特
性
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り

「
仕
送
り
」
と
は
、
現
役
世
代
が

納
め
た
保
険
料
を
そ
の
時
々
の
高
齢
者
の
年
金
給

付
に
充
て
る
仕
組
み

（
＝
賦
課
方
式
）
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
将
来
世
代
の
負
担
す
る
保
険
料
水

準
が
高
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

え
て
、
公
的
年
金
は

「
老
後
生
活
の
基

本
を
支
え
る
役
割
」
を
担
っ
て
い
る
と

い
う
特
性
も
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
「
基
本
を
支
え
る
」
以
上
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
「
老
後
生
活
の
多
様
な
希
望
や
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
役
割
」
を
担
う
私
的
年
金
と
し
て
企
業
年

金

（
確
定
拠
出
お
よ
び
確
定
給
付
年
金
）
と
個

人
年
金

（
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
）
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
24
年
1
月
か
ら
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

（
少
額
投
資

非
課
税
制
度
）
の
新
制
度
が
導
入
さ
れ
、
個
々

人
の
多
様
な
目
的
に
合
わ
せ
て
自
助
努
力
が
し

や
す
い
資
産
形
成
の
制
度
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。

　

政

府
は
引

き
続

き
、

所

得

代

替

率
を
維

持
す
る
政
策
を
推
し
進
め
て
い
く
必
要
は
あ

る
も
の
の
、
公
的
年
金
の
特
性
を
踏
ま
え
る

と
、
今
回
の
見
通
し
は
老
後
生
活
の
基
本
を

支
え
る
資
金
の
目
安
と
捉
え
る
方
が
健
全
な

見
方
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

文
＝
株
式
会
社
大
和
総
研

　
　

金
融
調
査
部　

主
席
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　

内
野 

逸
勢

忘
れ
が
ち
な

　
　

公
的
年
金
制
度
の
特
性

流
を
読
む

潮

最

所

加

潮
流
を
読
む
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白河商工会議所会員数　2024.8.31現在　1,130事業所　

応募・交付申請は随時受付！
中小企業省力化投資補助金

会費の納入をお願いします

　６月末日納付期限の令和６年度白河商工会議所会費
について、未だご納付いただいていない事業所さまに、
再請求の通知を送付いたします。

　ご確認の上、 9月末日 までにご納付くださるよう 
お願い申し上げます。

白河商工会議所 企画総務課　☎ 0248-23-3101

CONTACT US

そのお悩み、専門家に 
相談してみませんか？

企画総務課 情報広報係
　林　花菜子　8月からから入所しました林 花菜子と申します。

早く仕事を覚え、皆さまのお力になれるよう精進しま
す。また、広報担当として皆さまに広報を楽しんで頂け
るよう努めていきます。よろしくお願いいたします！

事前にご予約をお願いします　☎0248-23-3101

内 容 相 談 機 関 日 時

無料法律相談 吉川 幸雄 弁護士 ９月10日(火) 
13時～15時

金融相談

日本政策金融公庫
郡山支店国民生活事業

９月11日(水) 
10時30分～16時

日本政策金融公庫
福島支店中小企業事業

９月12日(木)
13時～15時

無料経営相談 福島県よろず支援拠点 ９月24日(火)
10時～16時

働き方改革相談 福島県働き方改革支援センター ９月13日(金)
13時～17時

金融業部会掲示板
三井住友海上火災保険　中小企業の未来をサポート

新入職員をご紹介！

MSコンパス のご紹介
　企業が抱えるさまざまな経営課題の解決をサポート
する、中堅・中小企業のための情報提供サイトです。
　各種セミナーやビジネスニュース等、経営課題に役立
つ情報をお届けし、中堅・中小企業の皆さまを応援しま
す。
◆経営課題から探すメニュー（一例）
　・ＳＤＧｓ　・健康経営　・事業承継・M＆A 
　・ビジネスマッチング　　 ・人材育成　・サイバーリスク 
　 ・事故防止　　その他にも各種情報を掲載しています。
　※ご利用には無料の会員登録が必要です。

　中小企業等のみなさまの売上拡大や生産性向上を後
押しするため、IoT・ロボット等の人手不足解消に効果が
ある汎用製品の導入を支援するものです。

対 象 者 　人手不足の状態にある中小企業等
対 象 設 備 　HP記載のカタログに登録された製品等

補 助 上 限
　従業員５名以下　　200万円 
　従業員６～20名　　500万円 
　従業員21名以上　1,000万円
　※賃上げ要件達成で引き上げ

補 助 率 　１／２ 以下

申 請 方 法 　電子申請 
（gBizIDプライムアカウントの取得が必要です）

三井住友海上火災保険(株) 福島支店 郡山支社 

☎ 024-933-2551

詳細は
WEBより

CONTACT US

白河商工会議所 中小企業相談所　☎ 0248-23-3101
CONTACT US

詳細は
WEBより

お
知
ら
せ
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「
第
５
回
」
人
の
気
持
ち
が
わ
か
る

豪
・
幸

田

露

伴

は

『
渋

沢

栄

一
伝
』
と
い
う
本
の
中
で
、
栄

一
を

「
時
代
の
児
」
「
時
代
に

造
り
出
さ
れ
た
も
の
」
と
記
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
実
に
い
い
得
て
妙
な
表
現
な
の
で

す
。
栄
一
は
そ
の
前
半
生
、
時
代
の
奔
流
に

も
ま
れ
続
け
た
人
生
を
送
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
彼
が
後
半
生
に
、
日
本
の
実
業
界
や
資

本
主
義
、
ひ
い
て
は
近
代
化
の
父
と
な
る
た

め
の
下
準
備
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

栄
一
は
、
現
在
の
埼
玉
県
深
谷
市
に

百
姓
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
彼
の

家
は
、
養
蚕
や
染
め
物
に
使
う
藍
玉
を

扱
う
商
売
も
し
て
い
る
豪
農
で
し
た
。
彼

も
十
代
に
な
る
と
、
藍
の
買
い
付
け
な
ど

を
し
て
父
の
商
売
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
彼
は
従
兄
弟
の
尾
高
新
五

郎

（
惇
忠
）
の
影
響
を
受
け
て
、
尊
皇
攘
夷

の
志
士
と
し
て
の
活
動
も
は
じ
め
ま
す
。
江
戸

に
出
て
、
剣
術
や
漢
学
を
習
う
中
か
ら
他
の

志
士
た
ち
と
の
交
流
も
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
以
前
に
も
触
れ
た
よ
う

に
、
高
崎
城
乗
っ
取
り
計
画
を
中
止
し

た
後
、
一
橋
家
に
取
り
立
て
ら
れ
て
士

分
と
な
り
、
一
橋
慶
喜
が
一
五
代
将

軍
に
な
る
と
幕
臣
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
幕
府
が
潰
れ
る
と
、
大

隈

重

信

の
説

得

も

あ

っ
て
、

大

蔵

省

に
勤
め
、
政
府
の
役
人
と
な
っ
て
そ
の

ナ
ン
バ
ー
３
に
ま
で
上

り
詰

め
ま
す
。

　

し
か
し
日
本
の
近
代
化
に
は
経
済
の

振

興

が
必

要

で
あ

る
、

と
い
う

信

念

か
ら
実

業
界
に
転
じ
、
第
一
国
立
銀

行

を

は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な

会

社

の

責
任
者
を
引
き
受
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
も
、

実

業

に
か
か
わ

り

な

が

ら
、
東
京
市
養
育
院
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
事
業
に
も
か
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
彼
は
15
年
に
わ
た
っ
て
深
川
区

会
議
員
を
つ
と
め
、
さ
ら
に
東
京
帝
国

大
学
で
経
済
を
教
え
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
と
き
の
教
え
子
の
一
人
が
、
日

本
近
代
小
説
の
父
・
坪
内
逍
遙
で
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
の
文
章
で
お
気
づ
き
で
し
ょ
う

か
。
渋
沢
栄
一
は
、
そ
の
生
涯
で
士
農

工
商
と
い
う
区
分
で
い
え
ば
、
職
人
以

外
の
す
べ
て
の
階
層
、
そ
れ
に
加
え
て
志

士
、
社
会
事
業
家
、
投
資
家
、
議
員
、
大

学
講
師
ま
で
経
験
し
て
い
る
の
で
す
。
彼

の
人
生
は
、
幕
末
維
新
と
い
う
激
変
の

時
代
を
そ
の
ま
ま
体
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
幅
の
広
さ
が
、
彼
を
日
本

近
代
化
の
父
た
ら
し
め
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
近
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
の
設

計
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
彼
は
そ
れ
を
使

う
人
の
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
す
。
彼
は
ま
さ
し
く
時
代
に
育
ま
れ

た
、
近
代
日
本
の
創
造
者
だ
っ
た
の
で
す
。

 

文
／
作
家
・
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
客
員
教
授　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
屋　

淳

連
載　

渋
沢
栄
一
と
そ
の
思
想
に
学
ぶ

文
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※　　　　　は前月との比較。

建設業 製造業 卸売業 小売業 サービス業

全国 1.231.23倍

県内 1.241.24倍

有効求人倍率(6月)

27人
22人

49人

男：28,22628,226人
女：28,25028,250人

56,47656,476人

白河市内人口(8月)

32世帯

24,14024,140世帯

白河市内世帯数(8月)

1,603人

1,747,4331,747,433人

福島県内人口(7月)

　県内の雇用情勢は、求人が底堅く推移しているもの
の、改善の動きに弱さがみられる。引き続き物価上昇等
が雇用に与える影響に、より一層注意する必要がある。

日本商工会議所
ＬＯＢＯ調査ＨＰ

　業況の全産業DIは前月と比べて+0.3ポイント上昇しました。
　業種別にみると、小売業は+0.8ポイント、建設業・サービス
業は+0.5ポイント上昇しました。 
　一方で、製造業は-0.2ポイント下降、卸売業は横ばいでした。
　規模別に見ると、小規模は+1.1ポイント上昇、それ以外は-0.2
ポイント下降しました。

2024年8月LOBO調査

白河商工会議所管内の業種別業況

白河商工会議所調査報告

0.01

0.02

　 8 月 2 7 日 ( 火 ) 、東 京 第 一 ホテル 新 白 河 に お いて 第 1 回 臨 時 議 員 総 会・
議 員 全 体 協 議 会 を 開 催 し ま し た 。  
　 1 4 の 報 告 事 項 の ほ か２議 案 が 審 議 さ れ 、いず れも 原 案 通り承 認 さ れ
ま し た 。
　 議 員 全 体 協 議 会 で は 、日 本 商 工 会 議 所  青 山 直 樹 氏 より「 ビッグ デ ー
タに 基 づく地 域 分 析【 R E S A S  地 域 経 済 システム に よる 白 河 市 経 済 に つ
い て 】」を テ ー マ に ご 講 話 を い た だ き ま し た 。
 デ ー タ か ら 、白 河 市 で は「生 産・販 売 」は 拡 大して い る が 、「 消 費 」の
域 外 流 出 が 福 島 県 や人 口 同 規 模 地 域 と 比 較して 高 い 水 準 に あ る 実 態 が
浮 き 彫 りと な り ま し た 。

事 業 所 情 報
　春日生花店さんでは、四季折々の季節のお花や新鮮なお花を 
取り揃えています。
　お祝いや法要などの特別なシーンに合わせたアレンジメントも 
ご注文OK！ また、開店祝いや記念日に最適な「文字入れバルーン」
の制作注文にも対応してもらえます。 
　さらに、スタッフさんが始めたInstagramでは、最新のアレンジメン
トの投稿をご覧いただけます。
　お花のことなら、ぜひ春日生花店さんにお問い合わせください！

今月のイチ推しは「春日生花店」さん

わが社のイチ推し
お供え花

第４回

▲ 文字入れバルーン

イチ推し！

(有)アトム 春日生花店
青木　大
生花店
白河市大手町10-10
年中無休（年末年始除く）
9：00～18：00

事 業 所 名
代 表 者 名
事 業 内 容
住 所
定 休 日
営 業 時 間
連 絡 先 0248-23-3894

掲載事業所募集中！

申込はWEBより

あなたのお店・事業所を会員の皆さまに紹介しませんか？
FAXまたはホームページよりご応募いただければ、会議所
職員が現地に出向き、お話を伺い原稿を作成いたします。

CONTACT US

企画総務課 情報広報係 　☎ 0248-23-3101◀ お供え花

課題


